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要  望  書 

 

第１ 要望の趣旨 

長野地方検察庁佐久支部に、常駐の正検事の配置を要望します。  

 

第２ 要望の理由（佐久支部への正検事常駐の必要性） 

１ 長野県内の犯罪統計及び常駐正検事の配置状況 

長野地方検察庁本庁及び各支部の管轄地域に対応する令和５年１月

１日時点の人口状況、及び長野県警本部刑事部捜査支援分析課による令

和３年犯罪統計書 長野県の犯罪（以下「令和３年犯罪統計」という）

に基づき算出した上記各管轄地域の刑法犯認知件数は、下記表１のとお

りであって、長野地方検察庁佐久支部（以下「佐久支部」という）は、

長野県内支部の中で管内人口も刑法犯認知件数も３番目に多い状況に

あります。 

また、下記表２にも示すとおり、上記管轄地域毎の特別法犯の取締件

数については、佐久支部管内は県内支部の中で２番目に多い状況にあり

ます。加えて、暴力団等犯罪検挙件数も、佐久支部管内は県内支部の中

で２番目に多い状況にあり、本庁の件数を上回っています。 

それにもかかわらず、佐久支部には常駐の正検事が配置されていない

状況です。 

 

 

 



 

 

【表１：令和３年犯罪統計書 長野県の犯罪 に基づき算出した長野地検本庁・各支部

管内における刑法犯の認知件数等】 

 管内人口 

(R5.1.1) 

刑法犯認知

件数 

重要犯罪認

知件数 

死傷被

害者数 

正検事常駐

の有無 

長野本庁 532,766 人 １,５９６ ２５ ５６ 〇 

松本支部 499,253 人 １,７７９ ２０ ８２ 〇 

上田支部 262,657 人 ７６６ ４ １８ 〇 

飯田支部 151,441 人 ３１９ ４ １４ 〇 

佐久支部 202,637 人 ５５０ １０ ３４ × 

諏訪支部 190,277 人 ５３３ １４ １７ × 

伊那支部 177,169 人 ４１６ ３ １３ × 

全県 2,016,200 人 ５,９５９ ８０ ２３４ ― 

 

【表２：令和３年犯罪統計書 長野県の犯罪 に基づき算出した長野地検本庁・各支部

管内における特別法犯の取締件数及び暴力団等犯罪検挙件数】 

 管内人口 

(R5.1.1) 

特別法犯の 

取締件数 

暴力団等犯罪検挙数

（刑法犯・特別法犯） 

正検事

常駐 

長野本庁 532,766 人 １８０ ４２（28･14） 〇 

松本支部 499,253 人 １９７ ８５（60･25） 〇 

上田支部 262,657 人 ８７ ２５（13･12） 〇 

飯田支部 151,441 人 ３７ １０（4･6）  〇 

佐久支部 202,637 人 １１２ ４３（29･14） × 

諏訪支部 190,277 人 ７３ ３２（26･6）  × 

伊那支部 177,169 人 ３５ １９（14･5）  × 

全県 2,016,200 人 ７２１ ２５６（174･82） ― 

 

２ 全国における常駐正検事配置の改善状況 

平成２８年度以降新たに常駐の正検事が配置されることとなった支

部は全国で１０支部あります（和歌山地検新宮支部、岐阜地検高山支部、

旭川地検稚内支部、高知地検中村支部、鹿児島地検鹿屋支部、京都地検



 

 

福知山支部、秋田地検横手支部、仙台地検気仙沼支部、松江地検浜田支

部、新潟地検佐渡支部）が、それぞれの支部に対応する地裁支部の平成

２８年から令和２年の５年間の刑事第一審新受事件数の統計は下記表

のとおりです。 

 

【表３：平成２８年以降に正検事が常駐配置された支部の刑事第一審新受事件数等】 

 正検事

常駐年 

件数 

(H28) 

件数 

(H29) 

件数 

(H30) 

件数

(R1) 

件数 

(R2) 

計 

新宮(和歌山) H28.4～ 24 17 28 16 21 106 

高山（岐阜） H28.4～ 34 34 37 31 41 177 

稚内（旭川） H28.4～ 11 12 8 16 7 54 

中村（高知） H28.4～ 63 70 54 52 53 292 

鹿屋(鹿児島) H29.4～ 55 65 57 52 57 286 

福知山(京都) H30.4～ 56 64 70 68 69 327 

横手（秋田） H30.4～ 34 20 20 32 18 124 

気仙沼(仙台) H31.4～ 21 20 19 25 21 106 

浜田（松江） R1.4～ 39 28 44 41 33 185 

佐渡（新潟） R2.7～ 15 10 12 21 12 70 

佐久（長野） 非常駐 79 70 68 68 98 383 

（事件数は日本弁護士連合会の資料開示依頼に対する最高裁判所の直近の回答による） 

 

これに対し、佐久支部管内は５年間で３８３件（７９件・７０件・６

８件・６８件・９８件）の刑事第一審新受事件数を記録しています。佐

久支部管内は上記１０支部のどの支部よりも事件数が多く、高山支部・

浜田支部の２倍以上、新宮支部・気仙沼支部・横手支部の３倍以上、佐

渡支部の５倍以上、稚内支部の７倍以上もの事件数がある状況です。 

 

 



 

 

３ 佐久地域の社会事情の変化 

（１）大幅な人流増大等に伴う犯罪発生が不可避 

ここ数年の佐久支部管内の社会状況として、総務省の住民基本台帳

に基づく人口動態調査によると、令和２年には佐久支部管内の軽井沢

町が全国の町村で最も多い５９５人の人口社会増を記録しました。ま

た、長野県の毎月人口異動調査に基づく年間人口増減によると令和３

年には佐久支部管内の御代田町が長野県内で最多の１６７人の純人口

増加（社会増２５２人）を記録するとともに、佐久市も県内で最多の

人口社会増３０６名を記録しました。なお、直近に公表された令和４

年の年間人口増減においては、佐久支部管内は１１市町村のうち７市

町村が人口社会増を記録し、管内全体では１２６７人の人口社会増を

記録しています。直近１０年間の人口増減を見ても、佐久支部管内は

長野地家裁本庁及び６支部の中で最も良好な数値を示しています。 

加えて、今年度は約２１．４haに及ぶ佐久平駅南土地区画整理事業

における公共施設工事・造成工事が完成し、北信越地方最大のホーム

センターやショッピングモール等が建設されました。今後、大型マン

ション等も建設予定であり、佐久平駅周辺の更なる人口増加と、人流

の大幅増大も確実な状況です。令和３年度の北陸新幹線各駅あたりの

１日平均乗降客数を見ても、上田支部管内の上田駅２８５６人に対

し、佐久支部管内の佐久平駅は３５５４人であり既に上田地域を凌駕

している状況です。同じく佐久支部管内の軽井沢駅５１２８人も合わ

せ考えれば尚更です。なお、軽井沢警察署管内は人口１０００人当た

りの刑法犯犯罪率が長野県内で唯一５件以上を示している地域でもあ



 

 

ります。 

このように佐久支部管内の人流増大は既に始まっており、さらなる

大きな社会状況の変化に鑑みれば、今後の各種犯罪の発生も不可避と

いわざるを得ません。 

 

（２）重大事件の多さ 

   上記表１記載のとおり、佐久支部管内における令和３年の重要犯罪

認知事件数も死傷被害者数も上田支部のそれを上回っている状況で

す。 

また、佐久支部管内においては、全国的に報道されるような重大事件

も少なくありません。南佐久地域の山中への死体遺棄事件から発覚す

る殺人事件等は繰り返し発生しており、金融機関職員による巨額詐欺・

横領事件や、連続強制わいせつ致傷事件等々、副検事では対応ができな

い事件も多く発生しています。 

本来、検察庁法が想定している副検事の主たる職務内容は、区検にお

いて取り扱う事件の捜査・公判に過ぎません。佐久支部に常駐の正検事

が必要であることは明らかです。 

    

（３）外国人事件・薬物事件の多さ 

また、佐久支部管内においては、外国人実習生を多く受け入れている

こと等もあり従前から外国人事件が多く、令和３年犯罪統計から見て

も下記表４のとおり、長野県内支部で最も多い入国管理法違反の取締

件数を記録しており、長野本庁管内の取締件数をも上回っています。 



 

 

また、佐久支部管内は各交通機関の要衝として人流の多い地域であ

ること等も相俟って、従前から薬物事件の摘発も多く、令和３年犯罪統

計から見ても下記表４のとおり、長野本庁管内の取締件数を上回って

います。長野本庁管内人口が佐久支部管内人口の約２．５倍もあること

からすれば、人口当たりの発生率の高さは深刻です。 

これらの特別法犯の発生状況に鑑みても、佐久支部は副検事のみの

常駐で十分な体制とは到底いえません。 

 

【表４：令和３年犯罪統計書 長野県の犯罪 に基づき算出した長野地検本庁・各支

部管内における特別法犯の取締件数等】 

 管内人口 

(R5.1.1) 

特別法犯取

締件数 

入管法違反

取締件数 

薬物事件

取締数 

正検事 

常駐 

長野本庁 532,766 人 １８０ １７ ２７ 〇 

松本支部 499,253 人 １９７ ５ ３７ 〇 

上田支部 262,657 人 ８７ ８ １９ 〇 

飯田支部 151,441 人 ３７ １ １１ 〇 

佐久支部 202,637 人 １１２ ２４ ２９ × 

諏訪支部 190,277 人 ７３ ４ ６ × 

伊那支部 177,169 人 ３５ ２ １２ × 

全県 2,016,200 人 ７２１ ６１ １４１ ― 

 

４ まとめ 

従前佐久支部については上田支部の正検事が担当する扱いとなって

いますが、上田地域と佐久地域との地理的・社会的・文化的・歴史的背

景からしても、公的な物的設備やその人的体制等が上田にあるから佐

久には不要であると考える住民はいません。 

上記のとおり、佐久支部管内は、ただでさえ副検事では対応困難な事



 

 

件が非常に多い地域であり、さらに昨今の社会事情の変化からすれば、

これまでにも増して各種犯罪が発生する蓋然性が高まっている状況と

いえ、その兆候は既に現出し始めています。 

佐久地域の治安維持のため、速やかで適正な刑事事件処理の実現の

ため、佐久支部に直ちに正検事の配置をしていただきたく、改めて、切

に要望させていただく次第です。 

以上  

 

裁判所佐久支部の充実を求める協議会 

会長  佐久広域連合長  栁 田 清 二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


